
デジタル技術を活用したスマート水産業の推進

　　　　　　　　　

◎　漁場予測システムの開発による操業の効率化や産地市場への自動計量システムの導入による水揚げ情報の迅速な把握など、
     高度なデジタル技術を活用した地域の取組が円滑に進むよう、国として水産業のスマート化に関連する予算を十分に確保することを提言します。　

漁業者の減少や高齢化に加え、漁業生産量は減少

土佐黒潮牧場

潮流

【現状の取組】

幅広い分野の専門家に参画いただき、本県水産業の課題解決のためのプロジェクトについて
検討する「高知マリンイノベーション運営協議会」を設置（R2.2）

高知マリンイノベーション運営協議会委員
東京大学、早稲田大学、高知大学、高知工科大学、水産研究教育機構　開発調査センター、
ＪＡＭＳＴＥＣ、ＪＡＦＩＣ、高知県漁業協同組合、高知県ＩｏＴ推進ラボ研究会

・本県の取組は国が進めるスマート水産業の取組と方向性が一致
・地域の取組が円滑に進むよう、必要かつ十分な予算を確保するとともに、　
 地域との連携・協力を深め、スマート水産業に取り組むことが重要

⇒これにより、水産業のスマート化は一段と加速

【高知マリンイノベーションの取組を拡大】

協議会に４つのプロジェクトチームを設置

データベースの構築
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AIを活用したメジカ（マルソウダ）の
漁場予測システムの開発

漁船漁業のスマート化PT

情報発信システムの構築

養殖業のスマート化PT 高付加価値化PT

効率的な養殖方法の見える化や赤潮発生予
測手法の精度向上　など

産地市場のIoT化や流通販売の
デジタル化を推進

【現状及び課題】

　※漁業就業者数は20年で半減（H10：7,026人⇒H30：3,295人）
　　 漁業就業者の高齢化が進行（60歳以上が占める割合は年々増加）

・地域と国がさらに連携・協力してスマート水産業に取り組むことが重要
⇒水産業のスマート化はさらに加速
漁業者の減少や高齢化、漁業生産量の減少が進む中で、生産額の維持・向上を図るには、
適切な資源管理に加え、漁業現場のボトルネックの解消や生産性の向上が必要

⇒ AIやIoTなどのデジタル技術を活用するスマート水産業の推進が重要

土佐黒潮牧場にソナー等を設
置することで、出漁前に魚の蝟
集状況を漁業者に提供

産地市場のIoT化を推進

計量用

はかり

自動計量システムの導入に
よる水揚げ情報のリアルタイ
ムな把握や作業の軽減

国土地理院撮影（H29年）
空中写真を加工

中央分枝流

紀南分枝流

芸東分枝流

定置網漁業に大きな被害をもたら
す急潮予測手法の開発
※紀南分枝流の予測手法は確立
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二枚潮発生予測手法の開発

本県では、水産業の生産から流通、販売においてデジタル化を進める高知マリンイノベーションを推進
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　※漁業生産量は減少傾向で推移（漁船漁業の減少が顕著）

キンメダイ釣り漁業に影響を及ぼす
二枚潮の発生を予測
※JAMSTECの海洋モデルを活用

赤潮発生予測手法の開発メジカ（マルソウダ）漁場予測システムの開発

急潮発生予測手法の開発黒潮牧場の高機能化

水温データを活用したメジカ
の漁場予測システムの開発

カレニア・ミキモトイ
コクロディニウム
・ポリクリコイデス

リアルタイムPCRを用いた赤
潮の早期検知体制の確立

自動計量システム

9（足摺沖）

15（芸東沖）

19（甲浦沖）

16（室戸岬沖）

14（安芸沖）

17（中芸沖）

12（高知沖）

20（窪川沖）

6（足摺沖）

8（興津沖）

18（足摺沖）

13（足摺岬沖）
21（大月沖）

11（沖の島沖）
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黒牧No.（地区名）

10（室戸岬沖）

漁場

カツオ
水揚げ

赤潮発生

⇒新たなプロジェクトを創出し、効率的な漁業生産体制への転換を推進
⇒操業や水揚げ情報を迅速に収集する仕組みを構築することで、資源評価の高度化に寄与

計量 

　 計量結果以外
　 の情報を入力 

自動
送信

・カツオ　50kg

・スマ　  20kg

など など

など

出典：漁業センサス
出典：農林水産統計高知県海面漁業生産量、生産額高知県漁業就業者数
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Ｒ２年度から、スマート水産業推進事業（資源・漁獲情報ネットワーク構築事業）を活用
・メジカ釣り漁業における操業海域毎の漁獲量計測システムの構築や
　底曳網漁船の操業・漁場環境情報の収集などの取組を開始

◎　水産業のスマート化を加速するため、国の試験・研究で得られた技術や知見を地域とも共有し、普及を図るなど、
　　 国と地域との連携・協力を一段と深めるよう提言します。　
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